
１ 協会会員数の現状

２００６年２月現在における協会の会員構成は表１

のとおりです。男女別では女性が６１％、男性が３９％

です。年代別に見ると４０歳代と５０歳代がともに多

く、両年代で約６割を占めます。これに続く３０歳

代は２，６８４人で２２％を占めます。

一方、協会会員としての所属期間を見ると、会

員期間５年以下が８，４２６人で７０％を占めています。

６年以上１０年未満は２，５０３人、１１年以上は１，１８０人

となっています。なお、２００６年１２月末現在の会員

数は１３，５００人を超えています（区分不明者が７３人

いるため、表１の会員数合計は２００６年２月末会員

数と異なります）。

２ 低かった回答率

今回のアンケートは２０００年９月以来５年半ぶり

に実施しました。今回の回答者数は約２，８００人で、

回答率は２３％でした。回答者の性別は、男性１，２０５

人（回答率２５．３％）、女性１，５８８人（同２１．４％）で

した。前回は会員数約６，９００人で回収率３５％でし

たから、回答率は１２％下回りました。

回回答答かからら見見るる特特徴徴

１ 有業者の１８％がカウンセラー

回答者のうち有業者は２，４５５人で８８．４％でした。

有業者が主に従事している職種（回答者２，４０７人）

については「カウンセラー」という答えがもっと

も多く４３５人で、有業者全体の１８％となっていま

す。また医療・保健・福祉職従事者も約１６％であ

ることから推定すると、産業カウンセリングを主

たる職種または従たる職務としている会員が増え

ていることが伺われます。しかし、そうした職務

に従事していることからこそ、このアンケートに

回答したとも推定されるので、ここから全体数を

推し量ることはできません。ちなみに、前回調査

（２０００年９月）では「カウンセラー」が１２．８％、

医療職が１３．４％でした。

一方、主たる業務は産業カウンセリングではな

いが関連業務または職務に付随する仕事としてカ

ウンセリングにかかわっている人が全体で６２３人

おり、回答者の２２．６％を占めている点が特徴です。

これらの人たちの活動の場は�企業・団体等から
の個別依頼�国、地方自治体�地域�社会福祉等
が挙げられていますが、これらの場所で活動して

いる２３７人の５７％は「無償」で活動していると答

協会は２００６年２月１日から３月１３日までの期間で会員を対象としたアンケートをおこ

ないました。回答は回答用紙によるものとｗｅｂサイトによるものとでおこない、回答

数は２，７９３人、回答率は２２．９％でした（同年２月末会員数１２，１８２人）。アンケートは択一

式３６問と記述式でおこないました。

遅くなりましたがアンケート結果の一部について、その特徴などをご報告します。

会会員員アアンンケケーートト調調査査結結果果

はは じじ めめ にに

表１ 会員の現状

年 代
会 員 数

計 男 女

２０歳代 ６２２ １９８ ４２４

３０歳代 ２，６８４ ７３２ １，９５２

４０歳代 ３，６８８ １，２３５ ２，４５３

５０歳代 ３，５３５ １，５６４ １，９７１

６０歳代 １，３６７ ８６７ ５００

７０歳代 ２１３ １４３ ７０

合 計 １２，１０９ ４，７３９ ７，３７０

４４



表３ 養成講座の受講料負担状況

区 分
合 計 男 女

回答数 構成比 回答数 回答数

合 計 ２，５４８ １００．０ １，０８６ １，４６０

全額自己負担 ２，２３０ ８７．５ ９０９ １，３１９

一部勤務先負担 ９３ ３．６ ４７ ４６

全額勤務先負担 ２２５ ８．８ １３０ ９５

えています。産業カウンセリングをボランティア

活動として活かしていることがうかがえます。

有業者で職種を「カウンセラー」と答えた４３５

人のうち、自営カウンセラーは７５人、雇用されて

いる者は３２９人です。

今回のアンケートでは、カウンセリングを主た

る業務としているこれらの方がたに、カウンセラ

ーとしての収入を問いました。自営または雇用さ

れてカウンセラーとして活動している人の年間総

収入は表２のとおりです。

自営カウンセラーでは年収５０１万円以上が回答

者７５人中、２０人います。この中には１，０００万円を

超える収入を得ている人もいます。しかし、５００

万円以下が全体の７３％を占めます。

雇用されているカウンセラー３２９人の場合は、

自営とは条件が異なりますが、収入面では、自営

とほぼ同じ傾向で５００万円以下が約８割となって

います。

２．養成講座受講料の勤務先負担
が１２％

今回の調査では産業カウンセラー養成講座受講

経験者の受講料負担状況について聞いています。

それによると、受講料全額を勤務先が負担した受

講者が８．８％、勤務先一部負担が３．６％、合計では

回答者の１２％超となっている点が注目されます。

産業カウンセラー養成講座が、企業・団体等にと

っても受講を奨励する講座となりつつあることを

示しているといえます。（表３）

３．支部研修等に半数以上が参加

産業カウンセラー資格等を取得後、どのように

勉強を継続しているかという問いにたいしては回

答者の５７％が支部主催の講習会、研修会に参加し

ていると答え、つぎに多い順に「他団体の学習会」

４１％、「自分で考え勉強している」３７％と続いて

います（複数回答）。

今回のアンケートでは会員からの意見が記述さ

れていますが、この設問に関係する意見として、

「資格取得後、何を勉強したらよいか道しるべを

示してほしい」「支部の研修会の機会を増やして

ほしい。特定の地域ではなく、地方の地区でも開

催してほしい」等の要望が出されています。

表２ 産業カウンセラーとしての年間収入

区 分
自営カウンセラー 雇用カウンセラー

人 数 構成比 人 数 構成比

合 計 ７５ １００．０ ３２９ １００．０

１００万円以下 １７ ２２．７ ４０ １２．２

１０１万円～２５０万円 １９ ２５．３ ９０ ２７．３

２５１万円～５００万円 １９ ２５．３ １３０ ３９．５

５０１万円～７５０万円 １１ １４．７ ４３ １３．１

７５１万円～１，０００万円 ６ ８．０ １６ ４．９

１，００１万円以上 ３ ４．０ １０ ３．０

４５



４．旺盛な、活動への意欲

現在、協会会員はおよそ１３，５００人ですが、特徴

１で紹介したように、実際に産業カウンセリング

の活動をおこなっている会員は、それほど多くは

ありません。今回の設問「協会会員になっている

主な理由」への回答を見ると、多くの会員が産業

カウンセラーとして活動することへの意欲を持っ

ていることが伺えます。

回答者２，７８４人のうち、半数に近い４６％、１，２７４

人が「カウンセリングの活動に参画したい」とし、

「カウンセリングの知識、情報を得たい」（２，２０６

人・７９．２％）「カウンセリングの勉強や研究発表

をしたい」（９６３人・３４．６％）「カウンセリングの

専門家と交流したい」（７６０人・２７．３％）など、積

極的な気持ちを表しています。（複数回答、図２）

５．協会活動の満足度は４０％強

協会全体および所属する支部の運営に関する設

問では、「満足している」「まあ満足している」と

した回答の合計は協会全体の運営では４４．７％、所

属支部の運営では４２．３％となっています。

一方、「やや不満である」「不満である」の合計

は、協会全体１５．５％、支部１６．６％です。

支部行事等への参加状況では、「よく参加する」

「たまに参加する」の合計は回答者２，７８６人のう

ち１，５８２人で５６．８％です。しかし、４割以上の会

員がこうした行事等にほとんど参加してないと答

えています。

参加しない場合の理由については、２，３６６人の
４６






